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（※「いやさか」とは、｢栄
さか

える｣という意味を持つ「弥栄
いやさか

」を平仮名で表記したものです） 

  里の公共員 福田へのご連絡はこちらまで➡【tango.yasaka.sato@gmail.com】 

年齢 R3.10末(前月比) 

弥
栄
町
の
人
口 

0歳～14歳 474人(+2) 

15歳～64歳 2,337人(-2) 

65歳～ 1,876人(-3) 

合計 4,687人(-3) 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
日
記
① 

弥栄町での地域活動紹介コーナー Vol.6 

 こんにちは！里の公共員の福田です。今

回は弥栄町芋野区で活動する芋野郷
い も の さ と

赤米
あかごめ

保存会さんのご紹介です！ 

芋野郷赤米保存会さんは弥栄町芋野区に

栽培の歴史を持つ赤米(古代米)の生産・商品化・地域や

子ども達への伝承活動を行なっておられます。また、古

代米の生産が地域の方のなりわいとなるよう、地域に

活力を与えられるよう、日々活動をしています。私もな

りわいづくりのサポートとして広報活動や商品開発のサ

ポートをさせて頂いています。 

 代表 藤村政良さん「郷土史家の故 芦田行雄さんが昭

和50年頃から尽力し、再び赤米(古代米)を弥栄町で栽

培する運びとなり、その活動を引き継いで以降、古代米

の種籾を絶やさぬよう地域の有志メンバーで活動して

います。今年も古代米の商品が出荷されています。是非

手にとって頂き、弥栄町の歴史のロマンを感じて頂けま

すと嬉しいです」 

 芋野郷赤米保存会さんの商品は先日ご紹介しました里

の公共員 福田の拠点 LINKU
リ ン ク

(弥栄町黒部3120番地)

でもお買い求め頂けます。玄米や米粉商品は12月頃か

ら店頭に並ぶ予定です。 

 地域の資源を住民皆で今後も大切に伝えていけたら

良いですね。 

古代米の玄米と米粉 古代米のドライフラワー 

 

11
月
20
日
、
溝
谷
福
祉
委
員
会
「ひ

ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」
の
主
催
に
よ
り
、
溝

谷
区
公
民
館
で
異
世
代
交
流
会
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
賑
わ
い
ま
し

た
。 

 
今
年
度
は
「サ
ロ
ン
祭
り
」と
題
し
、

遊
び
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ザ
ー
、
カ
レ
ー
や

ば
ら
寿
司
等
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ス
タ
ッ
フ
の
方
は
「早
く
コ
ロ
ナ
が
収

ま
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
行
事
を
た
く
さ

ん
行
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

溝
谷
区 

異
世
代
交
流
会 

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
平
岡
で
す
。

11
月
21
日
、
吉
澤
区
の
収
穫
祭
に
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
、
私
は
ス
イ
ー

ツ
コ
ー
ナ
ー
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

手
際
よ
い
段
取
り
の
お
か
げ
で
、
て
ん
や

わ
ん
や
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
み
か

ん
を
買
っ
て
あ
げ
る
！
」と
話
し
て
い
た

男
の
子
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

区外からも多くの人が参加しました 

たくさんとれました！ 交流会の様子 

水辺公園にイルミネーション 

 ウィンズやさか野の皆さんによ

り、花や流れ星等をモチーフとした

イルミネーションが設置されていま

す。 

点灯は来年の3月中旬まで 


